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　■　開 催 趣 旨

　現在、日本の海洋政策では海洋再生可能エネルギー、環境モニタリング技術、ウォーターフ
ロントなど、海洋に関する産業が我が国において芽吹き、定着することで持続可能な社会の構
築に貢献することが大いに期待されています。海洋産業の新規参入や新企業育成等が課題とし
て我が国で取り上げられている一方、欧州では風力発電などの海洋産業において先進的な取り
組みが進行中です。
　本シンポジウムでは、海洋産業の実践的な取り組みや今後の展開、また外国における最新の
動向等に関する講演および、港湾都市ヨコハマが海洋産業に関して先進的な都市になり得るか
というテーマでパネルディスカッションを行うことで、今後の海洋ベンチャーの萌芽とその可
能性について参加者とともに考えたいと思います。

　■　シンポジウム・シリーズ「横浜から海洋文化を育む」について

　本学では、統合的海洋教育・研究センター設立以前の 2006 年より、シンポジウム・シリー
ズ「横浜から海洋文化を育む」を開催して参りました。開催時期とテーマは下記のとおりで、
今回で 12 回目を迎えます。
　今後も、市民の皆様に最新の海洋研究の話題や海洋について考える機会を提供して参ります。

　第 1 回 （2006 年  7 月） 「新たな海の世界に向けて」

　第 2 回 （2006 年 11 月） 「東京湾の利用と環境を考える」
　第 3 回 （2007 年  4 月） 「対立と協調の海」　　　　
　第 4 回 （2007 年 11 月）  統合的海洋教育・研究センター設立記念シンポジウム
　第 5 回 （2008 年  3 月） 「統合的海洋教育の将来・国際シンポジウム」（於：パンパシフィックホテル横浜）
　第 6 回 （2008 年 12 月） 「東京湾を知る、守る、利用する」
　第 7 回 （2009 年 11 月） 「海の不思議を探る」
　第 8 回 （2010 年 11 月） 「環太平洋の海洋問題」（APEC 横浜開催・よこはま開港塾）
　第 9 回 （2011 年 11 月） 「知られざる横浜の安心・安全の最前線」
　第 10 回（2012 年 12 月） 「東京湾・相模湾における津波災害と沿岸防災」
　第 11 回（2013 年 12 月） 「かながわの海洋教育のこれから」
　第 12 回（2014 年 12 月） 「海洋ベンチャーの萌芽とその可能性」
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　■　プ ロ グ ラ ム

○ 開会挨拶　　　　
　　　・横浜国立大学
　　　　　学長　鈴木 邦雄
　　　・日本財団 海洋グループ 海洋安全・教育チーム
　　　　　チームリーダー　荻上 健太郎
　　　　（13:00 〜 13:05）
　
○ 講演
　　①「産学官金連携による江戸っ子 1 号プロジェクトの取り組みについて」
　　　　川名 優孝 ／ 東京海洋大学 産学・地域連携推進機構 准教授
　　　　（13:05 〜 13:35）
　　②「日本発、大規模洋上風力発電 プロジェクト始動〜メガサイト鹿島〜」
　　　　小松﨑 衛 ／ 株式会社ウィンド・パワー・エナジー 代表取締役社長
　　　　（13:35 〜 14:05）
　　③「クルーズ寄港地としての横浜」
　　　　木島 榮子 ／ 株式会社カーニバル・ジャパン 代表取締役
　　　　（14: 05 〜 14:35）

＝＝＝＝＝　休　憩　（14:35 － 14:50）　＝＝＝＝＝
　　④「海域利用活性化のためのプレジャーボートの可能性」
　　　　宮本 卓次郎 ／ 横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター 特任教員 ( 教授 )
　　　　（14:50 〜 15:20）
　　⑤「オランダにおける海洋再生可能エネルギーの最新事例」
　　　　ロブ・ストロークス ／ オランダ王国大使館 科学技術部 シニア・アドバイザー
　　　　（15:20 〜 15:50）
　　⑥「横浜市の海洋に関する取組」
　　　　 　鈴木 伸哉 ／ 横浜市 副市長
　　　　（15:50 〜 16:10）

＝＝＝＝＝　休　憩　（16:10 〜 16:15）　＝＝＝＝＝
○ パネルディスカッション
　　「海洋ベンチャーの萌芽と可能性」
　　　　パネリスト　　　　　講演講師 6 名
　　　　コーディネーター　　中原 裕幸／横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター 客員教授
　　　（16:15 〜 17:25）
○ 閉会挨拶　　　　横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター
　　　　　　　　　　　センター長　松田 裕之
 
司会：西　佳樹 ／横浜国立大学大学院 工学研究院 准教授

※�交流・懇親会　（17:45～�）詳細は別途ご案内いたします。
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川名 優孝（かわな まさたか）

小松﨑 衞（こまつざき まもる）

東京海洋大学　産学・地域連携推進機構　准教授

（株）ウインド・パワー・エナジー　代表取締役社長

1995年：東海大学大学院工学研究科修了
1995年：学校法人東海大学　勤務
2005年：国立大学法人東京海洋大学　勤務
2007年：国立大学法人東京海洋大学　社会連携推進共同研究センター　准教授（現：産学・地域連携推進機構）　勤務
学校法人東海大学では学長室入試センターにてシステム開発、運用に従事後、研究推進部、知的財産戦略本部で産学連携コー
ディネータとして活動。主に神奈川県内における中小企業支援、また、中小企業支援団体、地域信用金庫が創設した投資事
業組合、ドイツ技術移転財団との連携なども担当。2005年 9月から国立大学法人東京海洋大学に勤務。2007年 5月から
現職。専門は、産学連携、大学経営、エネルギーコミュニティ、スマートグリッド等

1964年：10月茨城県生まれ（50歳）
1999年：NEDOと風力発電フィールドテスト共同研究実施を機に風力発電事業に着手
2005年：ウィンド・パワーつくば風力発電所　稼働（1000kW× 2基）
　　　　　日立製作所・富士重工業と大型ダウンウィンド型風力発電機を共同開発
2010年：�日本初本格洋上風力発電所ウィンド・パワーかみす第 1、2013年ウィンド・パワーかみす第 2洋上風力発電所

を稼働（2000kW× 15基）
現在、㈱ウィンド・パワー・エナジー代表取締役社長として茨城県鹿島港沖にアジア最大級となる大規模洋上風力発電事業
の準備に着手

■講師プロフィール

木島 榮子（きじま えいこ）
株式会社カーニバル・ジャパン　代表取締役

慶應義塾大学卒業後、海外旅行会社ニュー・オリエント・エキスプレス（株）（現ＮＯＥ）を経て、（株）ヴィーヴルに入社。
アフリカ、南米、ヨーロッパ、中近東等の遺跡、歴史、大自然等をテーマにした旅行商品の企画・手配や、ナイル川、南極、
ヨーロッパ方面のクルーズ商品の企画販売に従事。
1992年：株式会社クルーズバケーション設立
　　　　　�プリンセス・クルーズ、Ｐ＆Ｏクルーズ、キュナード、ハパグロイド、シーボーン、ポール・ゴーギャン等世界

的なクルーズ会社の日本地区販売総代理店となる。
2012年：株式会社カーニバル・ジャパン設立。
　　　　　プリンセス・クルーズ、キュナード、シーボーンのセールス・マーケティングを行う。
ＪＡＴＡ（日本旅行業協会）常任役員
クルーズマスター資格取得　（１９９３年）
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宮本 卓次郎（みやもと たくじろう）
横浜国立大学　統合的海洋教育・研究センター　特任教員 ( 教授 )

昭和31年 1月：神戸に生まれる
昭和54年 3月：東京大学工学部土木工学科卒業後
　　　　　　　　運輸省入省（港湾局計画課）、
　　　　　　　　国土交通省　中部地方整備局港湾空港部長、
　　　　　　　　国土交通省　港湾局振興課長、
　　　　　　　　国土交通省　東北地方整備局副局長、
　　　　　　　　一般財団法人　みなと総合研究財団　首席研究員、
　　　　　　　　独立行政法人　港湾空港技術研究所　特別研究官、
　　　　　　　　国土交通省を辞職して現職
工学博士（日本大学）
現在の研究テーマとして「遠隔離島での港湾施設の建設、維持管理、利用についての研究」や「災害時の港湾BCPの取り
組みについて」
国土交通省東北地方整備局副局長であった時、３．１１の東日本大震災が発生し、地方整備局の港湾・空港の責任者として、
震災への国の緊急対応を指揮

ロブ・ストローク（Rob Stroeks）

鈴木 伸哉（すずき のぶや）

オランダ王国大使館　科学技術部　シニア・アドバイザー

横浜市　副市長

1992年：�オランダライデン大学日本語学部修士課程終了後、来日。東京大学大学院を経て、1994年、㈱千代田化工コン
サルタントに入社、2003年から東京オランダ王国大使館（科学技術部）勤務。

昭和53年３月�：東京大学工学部卒業
昭和53年４月�：横浜市採用
平成６年７月����：都市計画局都市企画部交通担当課長
平成９年４月����：建築局建築部住宅・教育施設課長
平成11年４月�：建築局建築部企画管理課長
平成13年４月：�建築局部次長（建築部企画管理課長）
平成14年５月：�建築局部次長（住宅部住宅政策課長）
平成15年４月：�都市経営局市長室調査等担当部長
平成17年４月：�まちづくり調整局土地利用・規制担当政策専任部長
平成18年４月�：都市整備局都市企画調整担当政策専任部長
平成20年４月：�都市整備局横浜駅周辺等担当理事
平成22年４月�：建築局長
平成24年４月�：横浜市副市長
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産学઻⾦連携にेる
௖ૺっ৕�ಀউট४ख़ॡॺ
の਄ॉੌाにणいて

����ফ��া�঩ DW�૯ଘ৘৫௃੶୛ை

૯ଘব⽴⼤学ଁ়的ਲஞઇ୘ଢ଼஢७ンॱー
਴成��ফ২シンএ४क़঒
َ૯ଘからਲஞધ৲を୘िُ

عਲஞঋンॳকーのኃ࿈धजの可能ਙع

ব⽴⼤学১য ূ਎ਲஞ⼤学
産学・地域連携௓ਤ機ଡ

ၳઇ౸ ਆ੡રේ

なぜ産学連携をするのか︖

শ期にநる経ੋの଩ഊध、ব৔産業の૬ྍ৲

র৵企業・৵ૠெ事業঻ق৸産業ك⇒���ਐ঺

র৵企業のણਙ৲が঩ম
の౞ਟをంక︕︕︕︕

企業৸৬にಚめるસ়؟����٫

঩মの⼤ऌな૗୓期

⼤学はなぜ産学連携をするの︖
・َઇ୘ُधَଢ଼஢ُだけでなく

⇒َ঺ভ๾൴ُق঺ভधの連携كが求められる

・⼤学のੴ的ৱ産を঺ভに൬੪
⇒ੴ的ଃ産の機関ଵ৶、⼤学ੌ௶ତ૟、産学連携のਸச

・൷ኋしञ૾யのઊ୊ ⇒ ॖঀঋーションの൉ল

⇒ 産学連携に期待︕︕

ك地域・঺ভにઇ୘・ଢ଼஢に⽴࿄しञ๾൴がிਜق

産学連携धは︖
• ଢ଼஢঻のသっञੴ的ଃ産を適જな⽅১で適
正なৌ੼で঺ভに൬੪
⇒੻౏ଢ଼஢、ુ৊ଢ଼஢ૼق୒୎ૡك

• 企業のୖ਻をੰৠ、৅ன

• ⼤学の੭ਔな৖ীをણ৷ق੦ຊଢ଼஢ك

企業のୖ਻ಉقॽー६كを⼤学のয的・ੴ
的ৱ産قシー६كをણ৷しੰৠする؛
ৗしいঔঀ・॥ॺを൉ୗする؛

ॻॖॶ؟シュॶॵॺफ़ঝॺBシュॱॖンংॖ५ঔॹঝ
ছンॹ५ংンॡ⇒⾦融機関が企業をජೲ⽀援

⾦融機関धの連携でेॉリ॔ঝな⽀援に︕

ओ૞અ

企業

ব・地⽅ਁુ੮৬

⼤学ಉଢ଼஢機関

ੴ౩・যଃ

઱ੁ・ଓஃ⾦
઱
ੁ
・
ଓ
ஃ
⾦

઱
ੁ
提
੉
・
঺
ভ
๾
൴
ಉ

ુ৊ଢ଼஢ಉ

⾦融機関
ੲ
ਾ
ಉ

ੲ
ਾ
ಉ

ੴ౩・যଃ

⾦融機関はなぜ産学連携をするの︖
・企業の⾎液である、⾦融商品を提供
⇒地域⾦融機関の⼤事な機能

・⾦融機関の適正な経営が⾦融庁から求められる
⇒⼀⽅、積極的な企業⽀援が必要
⇒地域から企業がなくなってしまっては、⾦融業
が成⽴しない

⇒⾦融商品の提供だけではない、ソリューション
の提供が不可⽋に︕

産学連携に期待︕︕

講演 1

産学官金連携による
江戸っ子1号プロジェクトの取り組みについて
川名 優孝 東京海洋大学 産学・地域連携推進機構 准教授
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事ਜଂの連携
JAMSTEC؟海洋⼯学७ンॱー؞事業௓進৖
東京海洋⼤学؟産学؞৉ୠ連携௓進機構

芝浦⼯業⼤学؟連携௓進৖
東京東信⽤⾦庫؟র৵੫業ૢ援७ンॱー

઻の⽀援
経済産業省
ધ৖ఐ学省
⾦੆ૂ

ਗ৖からの⽀援
९ॽーग़ン४ॽ॔भથಂ

ৗ௖ঀਣ਷ఔை
౺ஐீ
海洋電⼦
௹ਮ産業

ॺॵউの৶ੰ
（৒਋৓ऩੲਾઐఌভ）
৶事ؚ学শؚ৶事শ

য৓ઐ૴॑அीؚ౿भৄइॊੲਾઐఌपेॉؚಸഡऩ⽀援৬਑ऋੌीञ

ઁਾણ৿の連携
海洋研究開発機構
芝浦⼯業⼤学
東京海洋⼤学
ৗ௖ঀਣ਷ఔை
東京東信⽤⾦庫

海洋研究開発機構؞芝浦⼯業⼤学؞東京海洋⼤学؞東京東信⽤⾦庫

産学઻⾦にेる⽀援৬਑

௖ૺっ৕�ಀ

ূ਎ূਦ৷⾦ಛঁটーউছ२でのৼ୥ভ

3RLQW
・ऌっかけはૼ୒ৼ୥
・-$067(&からの௼੎なஃ੉
⇒機能を๮っञ機ஓ৫৅にૡ਱

・⼤学ૼ୒のણ৷
・企業のੈৡقढ़ওছ、फ़ছ५ك
・ॺॵউ৊૒の৶ੰ

ਊੂभ⼤学भฎा
آॎऊैऩः؛؛؛୦॑⽀援खञैेःभऊ؛؛؛୦॑खञःभऊܒ
؛؛؛؛研究঻ुງஂলਟऩः૾யऋणतःञܒ

஍ટق⼤学にधってのك
・学েषのઇ୘的஍ટ⇒উট४ख़ॡॺ૞ਸ、ଢ଼஢धは౮なるੴৄ
・⼤学のଢ଼஢成ટをৰಎ、ৰୡ ⇒ ০৏のৰ৷৲に期待

• 海洋पঢ়घॊ঳ಹभঢ়ੱ॑ৈीॊऒधऋदऌञ
• 産学؞౮業ர連携भ実઱୻॑ંघऒधऋदऌञ

੗ऎभঽ੘৬ؚૹ⼯ভऩनऊैभਖः়ॎचऋਟथःॊܒ

• JAMSTECषৗखः੫業भງஂऋदऌञ
• ৗखः৘ৃ展開षभ૭ચਙऋॎऊढञ

ऒोऽद海洋ঢ়બभ৘ৃऋँॊऒध॑ੴैऩऊढञܒ

• ৣடऐ৬ସऊैभ൓লभీ機धऩढञ
௕એऊैखऊ੟॑作ढथःऩऊढञऋؚ௕એ॑作ोॊेअपऩढञܒ

• ਗ৖षभੲਾ発信भీ機धऩढञ
製ષभਙସ঱ؚऒोऽदਗ৖発信मऺध॒नखथऒऩऊढञܒ

• ੫業ಉभ്஫पऩढञ
• 学েभ঺ভ経ୡ॑஋िऒधऋदऌञ
• ਍੼दؚ਄ॉඞःಔः஥海ർਪ機भ開発ऋदऌञ

উট४ख़ॡॺの成ટ

঴ੵৃのણਙ৲・ૼ୒஫അधৣடけ৬ସからの൓ল
産学઻⾦連携をણ৷して৫৅、事業৲ष

• ⌨෪યभゴム製ષ開発भ঺শऊैৣ঴੫業भણਙ化ध技術भ஫അ
ؚৣடऐ৬ସऊैभ൓ল॑৯੐खؚ⼤ଚभऽःनڭಀपඵౕऔो
ؚ海ೲർਪ機開発भ઀੧खञ

• ৉੪भ東京東信⽤⾦庫ऋ進ीथःॊর৵੫業भ技術⽀援३५ॸム
॑ਹ⽤खथؚ芝浦⼯業⼤学ृ東京海洋⼤学धभ産学連携॑ெดख
ؚ海洋研究開発機構ऊैभ⽀援ु੭ञ

• 産学઻⾦पਸइؚ੗ऎभఒਔभੈৡ঻भ⽀援पेॉ開発॑進ষ
• 開発भ進展पൣःؚ௧୅੫業ुඕऌ੢॒ट本ત開発प発展
• ੦本৖౫भব産化॑୸ਛ
• Pभ実ୡਛ඘पेॉؚ本ત事業化भ૭ચਙऋৄइथऌञڬڬڬڴ

௖ૺっ৕�ಀউট४ख़ॡॺधは

12

杉野ゴム化学⼯業所
浜野製作所
パール技研

ツクモ電⼦⼯業
岡本硝⼦

バキュームモールド⼯業

海洋研究開発機構
（ＪＡＭＳＴＥＣ）

芝浦⼯業⼤学
SITEC

東京海洋⼤学

東京東
信⽤⾦庫
オーロラ
ラパン

঎ছンॸॕ॔

ソॽーग़ン४ॽ
॔のથಂ

⽀援企業

ৗ௖ঀਣ਷ఔை
౺ஐீ

JAMSTEC
実⽤化展開促進
プログラム

経済産業省
グローバル技術
連携⽀援事業

ৗ産業の൉ୗ

ৰୡは成඘しञけれन・・・ऒれからがম୞
⇒ৗ産業を൉ୗするऒधがઞ୵
⇒ਲஞ産業をજॉิく、َইটンॸॕُ॔धし
て期待⼤︕
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উট४ख़ॡॺقৰୡのाك成඘の要౤

• ૏⼤学भ学শؚ海洋開発機構भ৶事఺ल信⽤⾦庫भ৶事
শपेॊ൐ফڭ৚भ৒਋৓ऩੲਾઐఌভपेॉؚॺॵプ
ऋプロ४ख़クॺ॑৶ੰखഅੳ

• 技術ৼ୥ਭહ৏ڭনাद૚機ঢ়भ産学連携૿ਊ৖౧भ連
携৬਑ऋનয়औोؚಸഡप連൪॑਄ॉ়ःؚプロ४ख़ク
ॺभ実ষੑ઺भয়੧ध実઱॑௓進

• ੫業ध⼤学भ連携৬਑॑નয়खؚ⼤学भਝੑ॑੫業ऋઉ
ठप఻৬化खथؚ海洋開発機構भ੐଑भৣؚ実ୡ॑೷ॉ
ନखथ開発॑௓進

• ૚機ঢ়मؚ૰୚઻ૂಉधभ連൪؞ৼ୥॑ഡपষःؚ஋ா
৓ऩ⽀援॑੭ैोञ

• ਗ৖ऊैആऊः஋ா৓ऩ⽀援ऋ੭ैोञ
• ঐ५ওॹॕ॔षभੲਾ発信पঢ়खؚ૚機ঢ়भ੦૆भघॉ
়ॎचؚৌૢ্১भଁ঳॑௕ॊऒधऋदऌञ
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日本発ࠊ大つᶍ洋上風力発電
ጞືࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
㹼࣓ࢺ࢖ࢧ࢞㮵ᓥ㹼

ࣉルーࢢー࣭࣡ࣃ࣭ࢻࣥ࢕࢘

௦⾲ྲྀ⥾ᙺ ᑠᯇ㷂 ⾫

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ 12Ϭ1ϰͬ12ͬ1

平成2ϲ年度シンポジウム「横浜の海洋文化を育む」講演２

㸰．㮵ᓥ ‴ᆅ༊の洋上風力発電所

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ ϯ2Ϭ1ϰͬ12ͬ1

㸲．ウィンド・パワー・かみす第１洋上風力発電所
ᘓタᕤ஦ᴫせ 㸦㝣かࡽの᪋ᕤ㸧

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ ϱ

ᡴタ⏝ᑟᯟࣝ࢖パࣀࣔ
ᡴタ≧ἣࣝ࢖パࣀࣔ

㸦750tࣞࢡーン࡛᪋ᕤ500ࠊtࣁン࣐ー࡛ᡴタ㸧

⨨タ࣒ࢺ࣎ ⨨タࣈࣁ

2Ϭ1ϰͬ12ͬ1

１．ウィンド・パワー・かみす 第１ࠊ第㸰洋上風力発電所

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ 2

• 出力2,000kW⣭大ᆺ風力発電機 1�基 総出力 30,000kW
• 年㛫ᖹᆒ風㏿ 㹔㸻���㹼7�2P�V
• 年㛫総発電㔞 ⣙7�,000,000kWK

（୍⯡ᐙᗞ ⣙1�,000世ᖏศࡢ年㛫ᾘ㈝電力┦ᙜ）

2Ϭ1ϰͬ12ͬ1

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ ϰ

• 2010年 日本初、本格的洋上風力発電所稼働

• 出力2,000kW風力発電機 7基 総出力 14,000kW
• 茨城県神栖市南浜地先
• 世界で初めて大津波に耐えた洋上風力発電所
• 2013年 新エネルギー大賞受賞（新エネルギー財団）

㸱．ウィンド・パワー・かみす 第１洋上風力発電所

2Ϭ1ϰͬ12ͬ1

５．東日本大震災時のウィンド・パワー・かみす第１洋上風力発電所

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ ϲ2Ϭ1ϰͬ12ͬ1

講演 2

日本発、大規模洋上風力発電
プロジェクト始動　～メガサイト鹿島～
小松﨑 衛 株式会社ウィンド・パワー・エナジー 代表取締役社長
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Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ ϳ

• 2013年 㸰洋上風力発電所稼働➨ࡍࡳ࠿ー࣭࣡ࣃ࣭ࢻࣥ࢕࢘

• 出力2,000kW風力発電機 �基 総出力 1�,000kW
• 茨城県神栖市南浜地先

㸴．ウィンド・パワー・かみす 第㸰洋上風力発電所

2Ϭ1ϰͬ12ͬ1

地域との連携と挑戦 → 次なるステージへ

地域で再生可能エネルギー産業を育成 見学者が前年度の３倍以上

ᆅᇦのάᛶ化

風力発電の部品製造・保守を
産学官連携で支援し、雇用を創出

⎔ቃ㛵㐃⏘ᴗの育成䛸㞠⏝の๰ฟ

2Ϭ1ϰͬ12ͬ1 Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ ϵ

１㸮．日本発ࠊ大つᶍ洋上風力発電所㹼࣓ࢺ࢖ࢧ࢞㮵ᓥ㹼ᘓタィ⏬୰

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ 11

• ᅜෆ初、஦ᴗ⪅බເにࡿࡼ洋上風力発電஦ᴗ⪅に᥇ᢥ（2ᴗ⪅）

• 出力�,000kW⣭大ᆺ風力発電機 �0基ᘓタ 総出力2�0,000kW
• 201�年╔ᕤணᐃ
• 茨城県㮵ᓥ Ἀ

2Ϭ1ϰͬ12ͬ1

㸵．ウィンド・パワー・かみす第㸰洋上風力発電所
ᘓタᕤ஦ᴫせ 㸦ᾏかࡽの᪋ᕤ㸧

• ᅜෆ初ࡢసᴗ⯪（6(3⯪）࠸⏝ࢆたᾏ上᪋ᕤにࡿࡼ洋上風力発電所ᘓタᕤ஦

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ ϴ

ᾏᗏ㠃の㞀ᐖ≀᧔ཤࣀࣔ࡜パࣝ࢖ᡴタ

⨨㸦᥋ྜ㒊㸧のタࣈーࣜࢫࢺン࢖ࣙࢪ

ー࡛ᡴタ㸧࣐ンࣁᡴタ㸦500tࣝ࢖パࣀࣔ

2Ϭ1ϰͬ12ͬ1

㸷．日本発ࠊ大つᶍ洋上風力発電所㹼࣓ࢺ࢖ࢧ࢞㮵ᓥ㹼ࠑ඲యィ⏬ࠒ

Ξ�2Ϭ1ϰ�t/E��WKt�Z�'ZKhW��Ž͕͘�>ƚĚ͘ 1Ϭ2Ϭ1ϰͬ12ͬ1
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䜽䝹䞊䝈Ⓨ╔ 䛸䛧䛶の横浜

ᖹᡂ䠎䠒ᖺ䠍䠎᭶䠎᪥
ᰴᘧ఍♫䜹ー䝙バル䞉䝆䝱䝟䞁
௦⾲ྲྀ⥾ᙺ ᮌᓥ ᴿᏊ

２䠌䠍䠏年䝃ン䞉䝥䝸ン䝉䝇
横浜Ⓨ╔䜽䝹䞊䝈

＊ 䠎䠌䠍䠏ᖺ 䛂䝃䞁䞉䝥䝸䞁セス 䛃ᑵ⯟

⥲䝖䞁数㻦 䠓䠓䠈䠌䠌䠌䝖䞁、

඲㛗㻦 䠎䠓䠌䝯ー䝖ル

஌客ᐃဨ䠖 䠎䠌䠎䠌ྡ

＊ ᶓ὾Ⓨ╔クルー䝈䠖

ᮇ㛫䠖 䠐᭶䠎䠓᪥䡚䠓᭶䠎䠏᪥ 䠔䠔᪥㛫

䠍䠌᪥㛫クルー䝈 䠕出Ⓨ

横浜 の㨩ຊ

＊ ᶓ὾港の客船寄港ᐇ⦼
䠎䠌䠍䠏䠖 ᶓ὾ 䠍䠑䠎ᅇ እ国客船 䠏䠏ᅇ ᪥ᮏ客船 䠍䠍䠕ᅇ

䠄⚄ᡞ䠅 䠍䠌䠎ᅇ 䚺 䠍䠕ᅇ 䚺 䠔䠏ᅇ

䠎䠌䠌䠏ᖺ௨㝆 䠍䠍ᖺ㐃⥆寄港数 12�䠍

＊ 大ᱞᶫターミナル䠖 䠎㞘の客船ྠ᫬䛻೵Ἡ可
ᰕのない大空㛫、バ䝸䝲䝣䝸ー

＊ アクセス䠖 最寄駅䛻䠍䠌a䠏䠌ศ、 ᡂ⏣空港 䠕䠌ศ、
⩚⏣空港 䠏䠌ศ

＊ 観光ス䝫䝑䝖䠖 ୰⳹⾤、 ୕⁇ᅬ、 ᮾி、 ⟽᰿等

䝥䝸ン䝉䝇䡡䜽䝹䞊䝈᪥ᮏᕷሙཧධ

＊ 䠎䠌䠍䠏ᖺ 䠐᭶䡚䠓᭶ እ国客船としてึ䜑て、㛗ᮇ㛫᪥ᮏ
市ሙ䛻㓄船

＊ ┦ḟ䛠大型客船のㄌ⏕䛻䜘䜚、䝶ー䝻䝑䝟、䜹䝸䝤ᾏ等౪⤥
㐣ከ䚹

᪂しい市ሙの㛤ᣅがᚲせ、 ୰国୰ᚰ䛻ᮾ༡ア䝆ア䛻ὀ┠

＊ ᪥ᮏ䛿㧗㱋⪅♫఍、 䠒䠑ṓ௨ୖの人ཱྀが䠎䠏䠂
೺ᗣ䛷、⤒῭ⓗ䛻Ᏻᐃ、 ಶ人の㡸㈓㔠䜒㧗い、⏕άỈ‽
䜒Ḣ⡿୪䜏
䝋ース䝬ー䜿䝑䝖としての䝫䝔䞁䝅䝱ルが㧗い

＊ ᪥ᮏの寄港地䛻䛿観光地としての魅力が䛒る

２䠌䠍䠐年᪥ᮏⓎ╔ ２㞘ᢞධ

＊ ᮇ㛫䠖 䠎䠌䠍䠐ᖺ䠐᭶䠍䠓᪥䡚䠍䠌᭶䠍䠑᪥ 䠍䠔䠎᪥㛫 䠎㞘ᢞ入

＊ 䝃䞁䞉䝥䝸䞁セス䠖 䠐᭶䠎䠕᪥䡚䠕᭶䠎䠐᪥ ⣙䠑䞄᭶㛫

⚄ᡞⓎ╔䠖 ྎ‴䞉Ἀ⦖クルー䝈 䠕᪥㛫 䠐出Ⓨ

ᑠᶡⓎ╔䠖 ໭ᾏ㐨࿘㐟クルー䝈 䠔᪥㛫 䠍䠎出Ⓨ

⚄ᡞⓎ䞉ᑠᶡ╔、ᑠᶡⓎ䞉⚄ᡞ╔ 䝅䝵ー䝖クルー䝈 䠐᪥㛫 䠎出Ⓨ

＊ 䝎䜲䝲䝰䞁䝗䞉䝥䝸䞁セス䠖 䠎䠌䠍䠐ᖺ䠐᭶䠍䠓᪥䡚䠍䠌᭶䠍䠑᪥ ⣙䠒䛛᭶㛫

⥲䝖䞁数㻦 䠍䠍䠒䠈䠌䠌䠌䝖䞁、

඲㛗㻦 䠎䠕䠌䝯ー䝖ル

஌客ᐃဨ䠖 䠎䠒䠓䠌ྡ

＊ᶓ὾Ⓨ╔䠖 䠎䠍出Ⓨ

໭ᾏ㐨࿘㐟クルー䝈 䠍䠌᪥㛫

℩ᡞ内ᾏクルー䝈 䠍䠌᪥㛫

᪥ᮏ࿘㐟クルー䝈 䠍䠌᪥㛫 ௚

Ⓨ╔ 䛸䛧䛶の᮲௳䛿

＊ 大型客船が寄港する港が限られている
＊ 客船専用バースの有無
＊ スムースなＣＩＱ対応可能なターミナルの有無

入国管理官の人数、 X線手荷物件査装置、
＊ 大型客船客の荷物の出し入れスペースの有無
＊ 寄港地観光用のバスの駐車スペースの有無
＊ 空港、 最寄駅、 市内へのアクセス
＊ 観光地としての魅力
＊ WIFI環境等

講演 3

木島 榮子 株式会社カーニバル・ジャパン 代表取締役

クルーズ寄港地としての横浜
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横浜 のㄢ㢟

＊ 大ᱞᶫターミナル
䝧䜲䝤䝸䝑䝆の㧗䛥ไ限が䝛䝑ク 䠄᱆ୗ䠑䠑䝯ー䝖ルᮍ‶䠅
大型客船寄港᫬の஺㏻῰⁫

＊ ୰国䜢୰ᚰ䛻ア䝆ア、≉䛻᪥ᮏ䛻寄港する客船ቑ大
」数の大型客船が೵Ἡ可能なᓊቨのᚲせᛶ

＊ スムースなＣＩＱ対応可能なターミナルの有無
入国管理官の人数、 㼄線手荷物件査装置、

＊ ᮏ∾ᇧ㢌、大㯮ᇧ㢌等
空港、 最寄駅、 市内へのアクセス
」数の大型客船ཷ䛡入れᓊቨᚲせ、
㐜䛟と䜒、䠎䠌䠎䠌ᖺの䜸䝸䞁䝢䝑ク䜎䛷

䛚䜟䜚

䛔䛴䜒ᐈ⯪のぢ䛘䜛 

＊ 客船のぢ䛘る㢼ᬒ、 大ᱞᶫᇧ㢌

＊ 4(ึ寄港ぢ物人 䠑䠑䠈䠌䠌䠌人、 ⤒῭ຠᯝ

＊ 䠍䠑䠑ᖺのṔྐの䛒る港、 港⏫との୍యឤ、

ᒣୗබᅬ、 ㉥䝺䞁䜺಴ᗜ

＊ い䛴䛛䛒の客船䛷クルー䝈䛻、

ୡ⏺の港䛻、

៿れ䜢⏕䜐㢼ᬒ、
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講演 4

海域利用活性化のための
プレジャーボートの可能性
宮本 卓次郎 横浜国立大学 統合的海洋教育・研究センター 特任教員 ( 教授 )

海ᇦ฼⏝άᛶ化の䛯䜑の
䝥䝺ジ䝱䞊䝪䞊䝖のྍ⬟ᛶ
䛻䛴䛔䛶

横浜ᅜ❧኱Ꮫ ⤫ྜⓗ海洋ᩍ育䞉◊✲䝉ン䝍䞊

ᐑᮏ༟ḟ㑻

ே䛿㝣䛻ୖ䛜䛳䛯䛡䜜䛹䞉䞉䞉

኱䛝䛺⯪䛿䚸㝣ᥭ䛢ᅔ㞴

ᥭ㝣ಖ⟶䛜ᅔ㞴䛻䟿

㝣䛻ୖ䛜䛳䛶䚸䜎䛯海䜈

⯪䛜኱䛝䛟䛺䜛䛸䞉䞉䞉䞉
 䛜ᚲせ䛻䟿

海洋฼⏝䛸⯪の㈰䜟䛔

䠍 㝣ୖ⏕ά⪅䛷䛒䜛ே䛿䚸⯪を⏝䛔䛶海洋を฼⏝䛩䜛䚹

海洋฼⏝䠙⁺ᴗ䚸஺㏻䚸㐠ᦙ䞉䞉䞉

２ ኱䛝䛺⯪䛿䚸Ỉᇦ䛻ಀ␃䞉ಖ⟶䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䛭䛧䛶䚸ே䛿㝣䛷άື䛩䜛䚹

⯪⯧の኱ᆺ化→ ‴䛸 ⏫の成❧

䠏 ⯪䛜ධ䜛䛸䚸㈰䜟䛖 ⏫䞉䞉⯪の㈰䜟䛔 ᐆ⯪

海洋฼⏝のάᛶ化䠙⯪の฼⏝のάᛶ化䠙 ⏫のάᛶ化
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 ⏫の⦾ᰤ

 䛿䚸㝣ୖ⏕ά⪅䛷䛒䜛ே䛜䚸⯪を
⏝䛔䛶海洋฼⏝䛩䜛䛯䜑のᣐⅬ

 䛜⯪䛷㈰䜟䛖

→海洋฼⏝䛻㛵䜟䜛⤒῭άື

䠄海㐠䚸⁺ᴗ䞉䞉䞉䠅

「ᐆ⯪ຠᯝ」

䝬䞊䝇䜽 䝖䝸䝥䝹(

&DSDFLW\���������7(8>��@>��@
/HQJWK����� PHWUHV
'UDIW������ PHWUHV
%HDP���� PHWUHV
+HLJKW���� PHWUHV
2SWLPXP�VSHHG�����NQRWV���� NP�K�
7RS�VSHHG�����NQRWV���� NP�K�>��@
'HDGZHLJKW��������� WRQQHV

海㐠䛿኱Ⓨᒎ䛧䛯䛜䞉䞉

⭕ධ ⯪⯧ᩘ䛸೵Ἡ᫬㛫の⃭ῶ

→⯪ဨの⃭ῶ

⭕ ‴ⲴᙺసᴗのᶵᲔ化

→ ‴のປാ⪅の⃭ῶ

⭕㝣ୖ஺㏻のⓎ㐩䛸᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡のⓎᒎ

→ ‴⏘ᴗのᕼⷧ化

ᐆ⯪䛿䛹䛣䛻䠛䠛

横浜 
኱㯮ᇧ㢌䛻ྥ䛛䛖40２

⟽᰿୸

䠍䠕䠒䠔年❹ᕤ
஌⤌ဨ䠏䠐ྡ
䠓䠑䠌7(8

䠄䜶䝬䞉䝬䞊䝇䜽䠍䠏ྡ䚸
⣙䠍䠐䠌䠌䠌7(8䠅

ᓊቨのỈ῝䚸ᘏ㛗䛷䛿῭䜎䛺
䛔ᙳ㡪

ᐜ㔞䠖9

⯪㛗䠄ᓊቨᘏ㛗䠅䠖/

9҃/䠆/䠆/
䚓䠲�/҃/䠆/

䝺ジ䝱䞊ᚋ㐍ᅜ䞉᪥ᮏ
→ᮍ㛤のศ㔝䛿䚸Ⓨᒎのవᆅ

䠘䜽䝹䞊䝈ேཱྀẚ⋡䠚

⡿ᅜ䛿 䠐䠊䠏䠂

Ḣᕞ䛿 䠌䠊䠒２䠂

᪥ᮏ䛿 䠌䠊䠍䠂 →᪥ᮏ䛿Ḣᕞの⣙䠍䠋䠒

䠘䝥䝺ジ䝱䞊䝪䞊䝖ಖ᭷⪅のேཱྀẚ⋡䠚

䝜䝹ウ䜵䞊䚸䝣䜱ン䝷ン䝗䛺䛹䛿䠍䠋䠓

⡿ᅜ䛿 䠍䠋２䠌

䜸䞊䝇䝖䝷䝸䜰䛿⣙䠍䠋䠏䠌

ⱥᅜ䚸䜲䝍䝸䜰䚸䝣䝷ン䝇䚸䝇䜲䝇䛿⣙䠍䠋䠓䠌

䝗䜲䝒䛿⣙䠍䠋䠍䠕䠌

᪥ᮏ䛿⣙䠍䠋䠏䠓䠌 →᪥ᮏ䛿Ḣᕞの⣙䠍䠋䠑

� 䠰䠊䠩䡅䡕䠽䡉䡋䡐䡋

䝙䝳䞊䝶䞊䜽 䛻ධ 䛧䛯
䝪䜲ジ䝱䞊
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䝬䝹䝉䜲䝴

&RS\ULJKW��&�������:$9(

海እの ‴の≉ᚩ

⭕䝥䝺ジ䝱䞊䝪䞊䝖のᐦ度䛜㧗䛔

⭕ఫᏯ䚸ၟᗑ䛜ᓊቨ㏆䛟䜎䛷❧ᆅ

⭕ே䛸⯪䛷㈰䜟䛖ウ䜷䞊䝍䞊䝣䝻ン䝖

᪥ᮏのウ䜷䞊䝍䞊䝣䝻ン䝖の⌧≧

Ỉ㠃䛛䜙䛿䛚ᐈ䛜᮶䛺䛔䟿

฼⏝ᣑ኱のྍ⬟ᛶ䛿䠛

㞟ྜ$㞟ྜ$ 㞟ྜ%㞟ྜ%

㞟ྜ$䠖 ពᚿ䞉ືᶵ
㞟ྜ%䠖 ⬟ຊĺᢏ⬟䞉యຊ䞉㈨㔠䞉᫬㛫

䜶䝹䜻䝳䝹 

䠄 ෆ䠅
䝞䞊䝇Ỉ῝ 䠖 �䡚��䡉
᭱኱⯪㛗 䠖 ���䡉
䝞䞊䝇ᩘ 䠖 ���㞘

䝥䝺ジ䝱䞊䝪䞊䝖䛜ቑ኱䛩䜜䜀

䛔䜟䜖䜛「ಶேᾘ㈝」のቑ኱䟿

㐀⯪䚸ពᆅ⿵ಟ䚸ಖ⟶䚸䞉䞉䞉䞉䞉

⯪の௙஦䚸ே䜈の䝃䞊䝡䝇

→ ᵝ䚻䛺䝃䞊䝡䝇䞉䝬䞊䜿䝑䝖䛜ᣑ኱

Ỉ㠃を฼⏝䛩䜛䛣䛸䛷䞉䞉䞉䞉ே䛜㞟䜎䜚

→ ⮫海㒊の✵㛫の౯್䛜㧗䜎䜛

⯪⯧の኱ᆺ化䛻䜘䜚䚸ᗈ䛜䜛Ỉᇦ

㛗䛥䞉䞉䞉/ 㠃✚䞉䞉䞉/䠆/ య✚䞉䞉䞉/䠆/䠆/
㛗䛥䛜２ಸ→㠃✚䛜䠐ಸ→య✚䛜䠔ಸ

౛䛘䜀䚸ྠ䛨㈌≀を㐠䜆᫬ 㛗䛥䛜２ಸの⯪を⏝䛔䜛䛸

⯪の㞘ᩘ䛿䠔ศの䠍䛻䛺䜛䚹

୍㞘の㠃✚䛿２ಸ䛰䛛䜙

༨᭷㠃✚䛿 䠐ಸ䠆䠔ศの䠍→２ศの䠍䛻䛺䜛䚹

኱ᆺ化䛧䛯⯪⯧→ῦ䛔Ỉᇦ䛻䛿ධ䜜䛺䛔
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Focus on innovation 

オランダࡿࡅ࠾࡟ 
ᾏὒ෌⏕ྍ⬟࢚ネࣝࢠーの᭱᪂事౛ 

 
 ストࣟークス・ࣈࣟ
科学技術㒊  ーࢨ࢖ࣂࢻ࢔・࢔ࢽࢩ
オランダ大౑㤋 
 
2014ᖺ12᭶1日 

ᶓ὾国❧大学⤫合ⓗᾏὒᩍ⫱研究ࢭンター
ᖹᡂ26ᖺᗘࢩン࣒࢘ࢪ࣏
ࠖࡴ⫱ࢆᾏὒᩥ໬ࡽ࠿ᶓ὾ࠕ

ᵓᡂ

• オランダ࡚࠸ࡘ࡟

• ᾏの࢚ネࣝࢠー

•   日蘭協力

>>  Als het gaat om innovatie 3 

5 

日本 オランダ ẚ⋡

面積 377,873 
km²

37,291 
km²

10 ಸ

人口 127.4 
mln

16.5 
mln

8ಸ

人口密度 337
p/km²  

442
p/km²

㛵ᮾᆅ᪉ 㛵ᮾᆅ᪉ Randstad 

⛉Ꮫᢏ⾡㒊

 オランダ経済省

 １２カ国のネットワーク

 日本事務所５人のスタッフ

 企業・大学・研究所・政府

 日蘭協力

 協定・記事・来日団体・会議など

 科学技術合同委員会

 EU

2 

4 

6 

700万人 

Randstad 

パリ・ロンドン：1000万人 

オランダの 
・面積20％ 
・人口42％ 
・経済50％ 

運輸 

Utrecht 

EXPO 

IT 

港湾 

Rotterdam 

EUゲート 

大使館 
裁判 

政府 Den Haag Green 
Heart 

首都 Amsterdam 

空港 
金融 

講演 5

「オランダにおける
 海洋再生可能エネルギーの最新事例」
ロブ・ストロークス オランダ王国大使館 科学技術部 シニア・アドバイザー
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7 

Green Heart 

9 

໭ᾏࡽ࠿▼Ἔ・࢞ス

>>  Als het gaat om innovatie 11

᪂࢚࠸ࡋネࣝࢠー政⟇

• 2013ᖺ9᭶ࠕࠊᣢ⥆ⓗな経済ᡂ㛗のࡵࡓの࢚ネࣝࢠーᡓ␎ࠖ
³(QHUJLHDNNRRUG�YRRU�'XXU]DPH�*URHL´�

• ᗈࡃᨭࡓࢀࡽ࠼ᡓ␎㸸ෆ㛶ࡀ⏘業・ປാ⪅団体・⮬↛ಖㆤ団体・࢚ネ
の合ព࡜⧊⤌ー౪⤥⤌⧊・ᆅ᪉政府など40ࢠࣝ

• ┠ᶆ㸸2050ᖺ࡟࡛ࡲ᏶඲なᣢ⥆ⓗ࢚ネࣝࢠー౪⤥ࢆ┠ᣦࠊࡋ▷ᮇⓗ࡟
ᚲせな่⃭ࢆ୚ࡿ࠼

• ㈐௵㸸省࢚ネ・ᣢ⥆ⓗ࢚ネࣝࢠー・㞠⏝の3Ⅼᰕࡀ㐍ࡵࡓࡴ㛵ಀ⤌⧊
ࠋࡿࢀࡉ㍍ῶࡀ企業の㈇ᢸ࡜国Ẹ࡛࡜ࡇࡍࡽῶࢆストࢥࠊࡋᢞ㈨ࡀ

• ෌⏕ྍ⬟な࢚ネࣝࢠーࢆ⌧ᅾの4㸣2020ࡽ࠿ᖺ14࡟࡛ࡲ㸣2023ࠊ࡟
ᖺ16࡟ࡽࡉ࡟࡛ࡲ㸣࡟ቑࡍࡸ

>>  Als het gaat om innovatie 13

>>  Als het gaat om innovatie 8 

ᑐ⟇ࡀなࡤࢀࡅὥỈࡿࡇ࠾ࡀᆅᇦ 

 ーン㸦◁ୣ㸧ࣗࢴ

㸮-１㹫 

㸺㸮㹫 

㸼１㹫 

ప࠸国オランダ

Ỉࡿࡁ⏕࡟ࡶ࡜࡜

>>  Als het gaat om innovatie 10

Situation (NL) – Offshore Wind Energy
Energy Agreement – signed by Dutch Government (September 2013)

NL Targets Offshore Wind:
• 2020: 2700 MW
• 2023: 4400 MW

Current NL Offshore Wind situation 957 MW:
• OWEZ 108 MW 
• Amalia 120 MW
• Luchterduinen 129 MW
• Gemini 600 MW (planned)

Innovation contract:
• Cost of Energy reduced 40% in 2020 (ref 2010)
• Industrial Sector Turnover € 6 billion in 2020
• 12,500 FTE jobs

>>  Als het gaat om innovatie 12

ὒୖ㢼力のィ⏬

>>  Als het gaat om innovatie 14

• 5 wind farms will be commissioned 
between 2015 and 2019 in 3 areas, 
total 3.5 GW capacity 

• Conditional upon reaching 40% cost 
reduction target 

Wind farm (700 MW) 
 

Existing wind farm /  
Under construction 

 

Appointed area 
 

Proposed area 

Tender 
in 

Capacity  
(in MW) 

Opera-
tional in 

2015 700 2019 

2016 700 2020 

2017 700 2021 

2018 700 2022 

2019 700 2023 
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ὒୖ㢼力ࡿࡅ࠾࡟オランダ
 ࢘ࣁ࢘ࣀ
• ຠ⋡㸸  ターࣅンࠊ㢼㌴࢕࢘ࠊンࣃࢻークࣜࢢࠊッࢻ

•  定・ศᯒ㸸  㢼ἣࠊẼ㇟ࠊἼࠊ⎔ቃࠊᏳ඲ࠊᾏᗏᆅ┙

• ᐇ㦂・ヨ㦂㸸  大ᆺᐇ㦂ᆅ㸦㝣ୖ・ᾏୖ㸧ࠊᶍᆺ

• ຠ⋡ⓗなタィ・ィ⏬㸸 ᕤ事ࠊ㐠Ⴀ・㐠⏝ࠊ⥔ᣢ⟶⌮ࣜࢢࠊッࢻ᥋⥆・ᾏὒィ⏬

• etc

オフ࢔ࣙࢩ㛵㐃 
• ≉Ṧなస業⯪

• ≉Ṧなᶵᮦ・ᶵჾ㸦クࣞーン࢔ࠊンカーࢣࠊーࣝࣈ➼㸧

• ᾋ体ᵓ㐀≀

• etc 

>>  Als het gaat om innovatie 17

㐠⏝୰のὒୖ㢼力㸸2࠿所࡛⥲Ⓨ㟁㔞220MW
�Offshore Windpark Egmond aan Zee㸦OWEZ㸧  
ᾏᓊࣟ࢟8ࡽ࠿㞳26.8ࠊࡓࢀkm2の㠃✚108ࠊMWつᶍ2006ࠊᖺ࡟᧯業
㛤ጞࠋオランダの᭱ึのᾏୖ࢕࢘ンࢻフ࢓ーࠊ࡛࣒┠ⓗࡣᘓタ࡜㐠Ⴀの
ンࣅ36ᇶのVestas V90 3MWターࠋࡓࡗ࠶࡛࡜ࡇࡿᚓࢆ経㦂࡜࢘ࣁ࢘ࣀ
࡛ᵓᡂ10ࠊࢀࡉ୓ୡᖏ࡟㟁力౪⤥ྍ⬟ࣟ࣋ࢹࠋッࣃーࡣRoyal Dutch 
Shell ࣘ࡜ー࢕ࢸࣜ࢕ࢸー会♫Nuonࠋᕤ事ࡣBallast Nedamࡀᢸᙜࠋ
�Prinses Amalia Windpark 
ୖ記OWEZࣟ࢟23ࡾࡼす᪉16.6ࠊkm2の㠃✚120ࠊMWつᶍ2008ࠊᖺ
60ᇶのVestasࠋ業㛤ጞ᧯࡟ V80 2MW
ターࣅンࡣᾏ㠃ୗ19㸫24mの῝࡟ࡉ
ᘓタࡓࢀࡉᅵྎ࡟ᘓࣟ࣋ࢹࠋࡘッࣃー
Eneco࡜♫Ecoconcernࡣ Energie♫ࠋ

15

研究ᶵ㛵
ECN  ࢚ネࣝࢠー研究

www.ecn.nl/expertises/wind-energy/

Deltares  ࣝࢹタᆅᇦ

www.deltares.nl/en/expertise/101133/offshore1/2041697

Imares  ᾏὒ㈨※・⎔ቃ研究

http://documents.plant.wur.nl/imares/flyers/wind_uk.pdf

TNO  ᛂ⏝技術研究

https://www.tno.nl/downloads/HR%20Flyer%20Offshore%20Wind_En
glish.pdf

MARIN  ᾏὒ研究

>>  Als het gaat om innovatie 19

>>  Als het gaat om innovatie 21

Kentish Flats
OWEZ  
Barrow
Lillgrund  
Burbo Bank
Prinses Amalia  
Inner Dowsing
Lynn
Rhyl Flats 
Horns Rev II
Robin Rigg  
Gunfleet Sands 
Alpha Ventus  
Belwind I 
Rødsand II 

2005

2006

2006

2007

2007

2008

2009

2009

2009

2009

2009

2009

2010

2010

2010

90

108

90

110

90

120

97

97

90

209

180

173

60

165

207

Opera-
tional 

Capacity 
[MW] 

Design and 
Engineering

FoundationsTurbines
+ design 

Installation Maintenance Development 
&
Management 

Other

Management

オランダ

>>  Als het gaat om innovatie 18

BARD 1
Thanet  
Walney I 
Greater Gabbard  
EnBW Baltic I
Ormonde  
Sheringham Shoal  
Walney II
London Array 
Thornton Bank II
Anholt
Thornton Bank III
Lincs
Borkum West II

2010
2010
2010
2010
2010
2011
2011
2011
2011
2012
2013
2013
2013
2014

400
300
184
504
630
150
317
184

185
48

111
400
270
200

Opera-
tional 

Capacity 
[MW] 

Design & 
Engineering

Foundation Turbines
+ design 

Installation Maintenance Development 
&
Management 

Other 

ManagementManagement

185

European Offshore Wind Projects 
(1991-2014)

Netherlands market % in Europe:
Market leader for
• Project Contracting
• Shipping & Installation
• Logistics
• Cabling & Substation
• Foundations/Substructures
• Operations and Maintenance

>>  Als het gaat om innovatie 16

>>  Als het gaat om innovatie 20

Topteam Energy
7 Topconsortia for knowledge and innovation

383 companies and knowledge centres participating (half of 
them SME) 

Focus on carbon reduction and jobs

Next steps:
•Deepening (energy agreement) 
•Connecting (SME, 1*2¶V, regions��«��
•Marketing (social acceptance) 

High tech 

Life Sciences Agro-Food 

Logistics

Chemicals 

Creative
Industry 

Water 

+HaG 2IIicHs 

Horticulture 

Energy 

6FLHQFH 	  
(GXFDWLRQ *RYHUQPHQW 

&RPSDQLHV 

6FLHQFH 	 
(GXFDWLRQ *RYHUQPHQW

TKI Offshore Wind

>>  Als het gaat om innovatie 22

•Government policy to further strengthen high performing 
industry sectors in the Netherland
•TKI Offshore Wind is focussed on offshore wind innovation, R&D 
and strategic support 
•Over 100 companies signed letter of commitment
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174 

100 

40% 
Cost reduction

>>  Als het gaat om innovatie 25

Cost reduction options

Component • R&D / technical development (TR1 tot TRL 7)
• 5 themes  

Windpark
• Value engineering
• Learning by doing
• Scale effects

Sector • Integration within the chain
• Competition

System
• Policy (support, permits, space, R&D)
• Industry policy 
• Energysystem (incl. grid), transition

Offshore Grid by TSO 

>>  Als het gaat om innovatie 23

Connecting OWFs  
• Direct connection to 762¶V substation 
• Standardisation – 600 MW
• Redundancy
• Possibly 380 kV
Cost allocation
Terms & Conditions

Essentials

>>  Als het gaat om innovatie 27

• Clear targets for renewable energy deployment are essential.
Based on energy policy analysis, determine offshore wind target

• Determine priority locations based on grid connection costs, 
proximity of harbours, offshore wind conditions, soil conditions, 
water depth, maritime spatial planning aspects, etc.

• Create conditions to allow industry to move fast, incl. incentive 
scheme (e.g. FIT), permit application incl EIA.

• Develop innovation policy to support deployment and export 
opportunities in renewable energy.

2014ᖺ10᭶の来日団体㸦38ྡ25ࠊ⤌⧊㸧

>>  Als het gaat om innovatie 29

Project
development

Technology supply
& development

Transport &
Installation

Operation &
Maintenance

End-of-life
solutions

Integrated Project design

Research & Innovation areas

>>  Als het gaat om innovatie 26

•Offshore Foundation technology

•Wind turbines and wind farm 
optimisation

•Electrical network and grid 
connection

•Transport, Installation and 
Logistics

•Operations and Maintenance

Test & Demonstration

>>  Als het gaat om innovatie 24

•Offshore test and demonstration 
sites unGHU GHvHOoSPHnt 
•Multiple locations
•Varying conditions
•Combined with roll out of regular 
offshore wind farms
•Market consultation 

28

ὒୖ㢼力の஧国㛫࣋࢖ント㸦ཤ10ࡿ᭶30日㸧
㢟ྡ㸸 Energy Decisions, with focus on Renewables and Offshore Wind
日᫬㸸2014ᖺ10᭶30日
ሙ所㸸ࣝࢸ࣍オークラᮾி

㛤会㸸ࢧ࢟ࣞ࢔・࣒ࣞ࢕࢘ンダー・オランダ⋤国国⋤㝎ୗ

ᇶㄪㅮ₇㸸オランダ経済大⮧ࠊ日本経済⏘業省ࠊなど

ཧຍ⪅㸸300ྡ
ᵓᡂ㸸ㅮ₇会9ࠊ✀㢮のワークࣙࢩッ25ࠊࣉ⤌⧊のၟရᒎ♧ࢪࣅࠊネス・࣑ーࢸ
などࠊࢢン࢕

>>  Als het gaat om innovatie 30
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Offshore testing and installation techniques: 
Leeghwater Test-site 2016/17

>>  Als het gaat om innovatie 33

Tromp: 75 
km, 24-31 m, 

295 MW 

Grid 
Connection 
Beverwijk 

Purpose
Demonstrating Offshore WE Innovations
Contributing to Breakthrough CoE Target 10 EUR ct / 
kWh
Facilitate economic growth NL Industry

Plan
Combination of Production and Test-site 
Permit and grid connection arranged for
Run by SPC – Tests by ECN 
Built by Contractors for target price 15 EUR ct / kWh
BOOT principle – add. subsidy for Innovations

2013ᖺ6᭶の来日団体㸦27ྡ㸧
 
ὒୖ㢼力 
 
 
 

 
 
 
 
 
ᾏὶ・₻ὶ 
 
 
 
 

ᾏὒ ᗘᕪⓎ㟁 
 
 
 

>>  Als het gaat om innovatie 31

トࣉࢭンࢥン  ᮍ来ࣙࢩーࣞࢢࢸン࢖

>>  Als het gaat om innovatie 35

ᾏὶ

>>  Als het gaat om innovatie 37

⎔ቃࢭ࢔ス㸸50࠿所࡛80ᅇᐇ᪋

>>  Als het gaat om innovatie 34

Integrated Wind Farm design 

>>  Als het gaat om innovatie 32

Logistics
24%

Waiting
61%

Travel
1%

Repair
14%

�ŝƐƚƌŝďƵƚŝŽŶ ŽĨ ĚŽǁŶƚŝŵĞ
;ĐŽƌƌĞĐƚŝǀĞ ŵĂŝŶƚĞŶĂŶĐĞ ŽŶ ǁŝŶĚ ƚƵƌďŝŶĞͿ

Availability [%] 92.6%
Costs [ €ct/kWh] 2.70
Total Effort [M €] 71.30

Operations & Maintenance optimisation

Wind farm Aerodynamics Electrical layout & grid connection

Logistics & installation

₻ὶ

>>  Als het gaat om innovatie 36

ᾏὒ ᗘᕪⓎ㟁 

>>  Als het gaat om innovatie 38
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Contact

Rob Stroeks ࣟࣈ・ストࣟークス
  
Senior Advisor / Senior Policy Officer, Science & Technology
オランダ大౑㤋 科学技術㒊 ーࢨ࢖ࣂࢻ࢔・࢔ࢽࢩ

mail@nost.jp
Tel: 03-5776-5510

>>  Als het gaat om innovatie 39
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講演 6

鈴木 伸哉 横浜市 副市長

横浜市の海洋に関する取組

横浜ࠊの海洋に関するӕኵ

横浜ࠊ иࠊᧈ ᤠங˦Ձ

᝵ତ、海運のẺỜのӕኵ

ɦỐ᪽ޛ ஜཊỐ᪽

大᱅Ố᪽ ҤஜཊỐ᪽

ᛔᐲのẺỜのӕኵܲٳ
関内地区と横浜駅周辺地区をつなぎ、都心機能の強化を図る

◆都心部強化事業

国ᨥ港都ểẲềの横浜

国ᨥ港都࡫ᚨඥ(ᾀᾈᾄ὿࠰πࠋ）

ẔႸ ႎẕ

Ừが国のˊᘙႎな国ᨥ港都ểẲềのೞᏡửҗ
Ўに発ੱẲࢽるợうに࡫ᚨするẮểにợẾề、᝵ତ
、海運ӏỎܲٳᛔᐲửɟޖਰᐻẲ、Ừが国の国
ᨥ૨҄のӼɥに資するẮểẇ

ό横浜ࠊểᅕৎࠊのỚ

ᛔᐲのẺỜのӕኵܲٳ

赤レンガ倉庫から見る大型客船 大さん橋国際客船ﾀｰﾐﾅﾙ

横浜の海 洋 に 関 す る 資 源

・国内最大級の港湾・物流拠点

・海洋関連の多様な企業等の集積

（海運・造船、水産、海洋開発資源等）

・都心に近く、人々が集う魅力ある海辺空間

・様々なマリンレジャー、スポーツ
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ਅറڭ ँらॅる⼈ऋৡを৅มदऌるまठतくॉ
ਅറڮ 横浜の経済的৅னधग़ॿঝॠش࿯環都市の実ਠ
ਅറگ ྟৡध活ৡँऴोる都市のગ⽣
ਅറ４ ౞ਟを⽀えるਘᒃな都市तくॉ

঺ভの૿いুधなる⼈をੜやしていくऒध⼈⼈
企業ऋ活ඩदऌる環境をつくるऒध企業企業
ඩ৿दऌる೺઎धしての都市をଡണするऒध都市都市

౞ਟのまठतくॉਅറ（４ਅറ）

横浜市中期４か年計画
ᵐᵎᵏᵒ〜ᵐᵎᵏᵕ（原案）

〜⼈も企業も輝く横浜〜

海洋ؕஜඥ(࠯঺͕͝࠰঺ᇌ）

・海洋ؕஜᚘဒ（࠯঺͖͙࠰᧚ᜭൿܭ）

◆海洋が人類等の生命維持に不可欠であること、

◆海洋の平和的かつ積極的な開発や利用を図ること

◆海洋環境の保全を図ること

などにより、新たな海洋立国の実現を目指している！

◆海洋が人類等の生命維持に不可欠であること、

◆海洋の平和的かつ積極的な開発や利用を図ること

◆海洋環境の保全を図ること

などにより、新たな海洋立国の実現を目指している！

海洋エネルギー
利用

海洋産業
振興

海上輸送の
拠点整備

海洋の
安全確保

海洋環境の
保全

防災対策
減災対策

海洋教育の
充実

海洋理解の
増進

海洋基本計画

自治体の
主な取組

施策33 環境未来都市にふさわしいエネルギー施策
と低炭素なまちづくりの推進

ɶ஖ᚘဒにấẬるɼな海洋関連଀ሊ

施策26 国際競争力の強化と市民生活を豊かにする
総合港湾づくり

施策35 水と緑にあふれる都市環境

施策34 横浜らしいエコライフスタイルの実践と
豊かな生物多様性の実現

施策25 魅力と活力あふれる都心部の機能強化

施策８ 大学と連携した地域社会づくり

海洋૙ᏋのΪܱӏỎ海洋に関するྸᚐのفᡶ

（大ܖể連ઃẲẺע؏ᅈ˟Ềくụ）

Ṿע؏の産ܖܫの἟ἕἚὁーἁ等にợるע؏のཎࣱử
෇ẦẲẺ人஬Ꮛ঺

Ṿݦᧉႎ人஬、ࠢ࠼ẟჷᜤửஊする人஬Ꮛ঺ኵጢ

ểの連ઃ

ṾỶἫンἚởἳἙỵỴửᡫẳẺऴإ発̮

直⾯する課題に対し、計画期間（４年間）において
何をするのかを明らかにする。
◆４つの視点
「⼥性・⼦ども・若者・シニアの⽀援」
「市⺠⽣活の安⼼・充実」
「横浜経済の活性化」
「都市機能・環境の充実」

36施策

各施策の⽬標や⽅向性を踏まえた、具体的な取組の想定事業量などを⽰す。

横浜市中期４か年計画
ᵐᵎᵏᵒ〜ᵐᵎᵏᵕ（原案）

〜⼈も企業も輝く横浜〜
基本政策

1.海洋の開発及び利用と海洋環境の保全と調和
・海洋資源の開発及び利用と海洋環境の保全と調和
・海洋環境の保全等

2.海洋の安全確保2.海洋の安全確保

3.科学的知見の充実
・海洋科学技術に関する研究開発の推進等
・海洋調査の推進

3.科学的知見の充実
・海洋科学技術に関する研究開発の推進等
・海洋調査の推進

4.海洋産業の健全な発展
・海洋産業の振興及び国際競争力の強化
・海上輸送の確保

5.海洋の総合的管理
・EEE等の開発の促進
・沿岸域の総合的管理
・離島の保全等

5.海洋の総合的管理
・EEE等の開発の促進
・沿岸域の総合的管理
・離島の保全等

6.海洋に関する国際的協調6.海洋に関する国際的協調

7.海洋教育の充実及び海洋に関する理解の増進

海洋に関する଀ሊにếẟềのؕஜ૾ᤆ

海ɥ᠞ᡛ拠点のૢͳ
（国ᨥᇤʗ力の҄ࢍểࠊൟဃ෇ửᝅẦにするዮӳ港湾Ềくụ）

ṾҤஜཊỐ᪽なỄέᡶႎな଀ᚨૢͳ

Ṿᐮ海ᢿのᢊែ˳ኒの҄ࢍ

・国内ٳᝣ物の集ɶにӼẬẺᢠịủる港Ềくụ

海洋࿢ؾの̬μ等
（˯໗እなộẼỀくụのਖ਼ᡶ、ᝅẦなဃ物多様ࣱのܱྵ）

Ṿ多様なဃẨ物ửᏋớئỀくụ
ൟở企業ểң΁ẲẺ水ឋોծࠊ・

・ᕹئのᏋ঺ởỴマἴئのϐဃなỄ多様なဃ物がဃऒする
水辺࿢ؾのоЈ
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ᚃẲỚởすẟ海Ềくụ
（横浜ἨἽーỽーἮンʙ業）

Ⅴ⇼∑∞⇑∞∂∙Ⅵ↚ьⅷ、ෙබ↚ⅹↀる⇎⇳∑⇔∞ሁのМ෇ဇↆ↎Ⅴ⇼∑∞
∐⇣∞⇟Ⅵをɟ˳とↆ↕Ꮾภଡ଼化↚ӕኵ↮、ෙ辺࿢ؾの᭽щをӼɥↄ↊るↂと
↖Ⅴᚃↆ↮↳ↈⅳෙ↔ⅾ↹ⅥをႸਦↆ↕ⅳ↭ↈ⅛

●ᒣୗ公ᅬ๓ᾏᇦ䛻䛚䛔䛶、⏕≀௜╔ᇶ┙䜔ᗏ㉁ᨵၿのຠᯝ䛜ᮇᚅ䛥䜜䜛
㕲㗰䝇䝷䜾䜢ཎᩱと䛩䜛෌⏕㈨ᮦ䜢ἢᓊᇦ䛻㓄⨨䛧、ὸ場䜢㐀成䛧䜎䛩。

●⏕≀௜╔ᇶ┙（⏕䛝≀の䛩䜏か・㏨䛢場䛺䛹）䜢㓄⨨䛧、⏕≀䛜᳇䜏䜔䛩䛔⎔ቃ
䜢๰㐀䛧䜎䛩。

ᚃẲỚởすẟ海Ềくụ
（Ẩủẟな海Ềくụʙ業）

᫘ 力 発 ᩓ ʙ 業

（ἡマỸỶンἂ）

●事業の概要
・所在地：瑞穂ふ頭地内 市有地
・稼働年月：平成１９年３月
・年間発電量：約２２０万ｋｗｈ

●諸元
・最高到達点 ：１１８ｍ
・ローター直径： ８０ｍ

●事業手法
建設工事費は約５億円でその財源は、

ＮＥＤＯからの補助金と市債（住民参加
型市場公募債「ハマ債風車」）で構成。

ൟầᨼẟẆকạลỉ෇ࣱ҄ࠊ

ṼଐஜửˊᘙするἁἽーἌポーἚểẲề、ܲ船の
ӖλೞᏡ҄ࢍ

Ṽ多様な水؏のМဇにợる港の魅力Ӽɥ

海洋ᚇήのਰᐻ

客船ỉ݃ลίૼลỐ᪽ὸ ್ාἫỶἇỶἛἰἼὊἜעғ

にởẰẲẟ港ؾ心Ể࿢ܤ・μܤ
（港のスマーἚ҄）

横浜ล↚ⅹↀる、Ⅎ⇎⇳∑⇔∞Мဇのјྙ化、ℳ˯໗እ化、ℴ໎ܹ଺ሁ↚ⅹ
ↀるʙಅዒዓࣱのᄩ̬を↰ↅↆ、ล↚ⅹↀる⇎⇳∑⇔∞∄⇳⇞∇∙⇮のನሰ
を౨᚛

ᚃẲỚởすẟ海Ềくụ
（Ẩủẟな海Ềくụʙ業）

海洋ᚇήのਰᐻ

൦ɥʩᡫ ἉὊỽἶἕἁ૙ܴ

Ṽ水ɥʩᡫởᚇή船のΪܱ、ỽ἞ーởἉーỽἶἕἁなỄの
様々な෇ѣởỶἫンἚの̟ᡶ

ṼἩレジャーἮーἚởἉーỽἶἕἁなỄのレἁリỺーἉἹンở
ỶἫンἚ等、水؏のࠊൟồの積ಊな開્

ắฌᎮあụがểうắằẟộẲẺ




